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「土 と基礎」 の 小特集 テ
ー

マ に関 す る ア ン ケ ー ト結果

「土 と基礎」 編集委員会企画担当グル ープ委員会

て，「土と基礎 」 に 対す る 関心 の 幅 広 さ を 物語 っ て い ま す。
1．　 ま え が き

　学会誌 「土と基礎 」 は，編集 の 基本方針に 従い 年問 7 〜

8 号 の 小特集を企画 ・編集し て お ります。小特集テ ーマ の

選定 に 当た っ て は，編集 上 の 重要事項 と し て慎重 に審議 さ

れ て お り， よ り多くの 会員に 役立つ 情報 を掲載すべ く努力

し て お ります。 会員の 小特集号 に対す る ご希望 を よ り直接

的 に 企画 に 活 か す た め に，テーマ に 関す る ア ン ケート調査

を昭和61年 IA 号紙上 で お願 い 致しま した。回答 を寄せ ら

れ た 方 の 総 数 は 143 名 で ，総会員数の 約 1 ％ の 結果 に終 わ

り ， 前回 （昭和56年 1 月） の 同様な ア ン ケート調 査 に お け

る 1 割強の 回収率と比 べ て も，低調で あ っ た とい え ま す。

会員 の ご意 見 ・ご希望 を伺 う ア ン ケ
ー

ト調査 の 実施方法に，

今後 ， 工 夫すべ き点 の 多い こ と を痛感 し て お ります 。 しか

し，回答 い た だ い た方 の 年齢構成は，実務の 上 で 実質的な

責任者の 立 場 に お られ る 30代〜40代 を 申心 に，20代〜70代

の 広 い 範囲に 及び，また，所属や専門 も極め て多様で あ っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表
一1

2． ア ン ケ ー ト結果

囚　こ れまで の 小特集テ ーマ に つ い て

　囚一158 年〜60年の テーマ

　列挙 した 最近 3 年間の テ
ー

マ につ い て ，良い 企画 で あ っ た と思

わ れ る もの を選 ん で ください 。回答 は，発行月左 の 空 欄に，次 に

記 した選 定理 由に よ っ て A 〜D の 記 号 を付 して くだ さい 。選 定す

る号 数に は 制限は 設 けま せ ん e

　　A 　実務上 の 資料 と して 活用ま た は 保存 した。

　　B　学術性の 高い 知識が 得 られた。

　　C 　新 しい 情報が得られ た。

　　D 　読み 物と して 興味深 か っ た。

　こ の 設問は，小特集 の 読 み 方 あ る い は利用 の 仕方 を問 う

もの で ， 集計結 果 を表
一 1 に 示 す。表 の 合計欄が大き い ほ

ど会員 に評価され た こ と に なる が，良い 企画 で あ っ た とす

る 理 由は大き く異な る もの の ，各小特集 と も
一

定以上 （全

回答 の 1！4 以 上 ）の 評価を 受 け て い て，それ ぞ れ 好感を持

昭和58年〜60年の 小特集に 対す る評価
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表
一2 今 後希望 す る小 栲集の テ ーマ の 分 野

等一。。 癘 鳶 曼 憂
た
’”d−tt

　 1．一　 般

　 2．二L木 地 質

　 3．現地調 査

　 4．土の 性質 ：室内試験 と現地試験

　 5．土 の 工 学的問題 の 解析

　 6．岩 の 性質 ：室内試験 と現地試験

　 7．岩 の 工学的問題 と解析

　 8．構 遣物 の 設 計，施 工お よび 挙動

　 9．施 工法 お よ び施工 機械

　10．雪 氷の 力学 お よび工 学
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っ て 受け入れ られ て い る 。
「土 と基礎 」 の 性格上，

厂実務上

の 資料」 と し て 利用で きた こ と が 良い 企画 で あ っ た とす る

最 も大きい 理由で あ る の は 当然 と し て ，それ と 同 時 に，

「学術性」，

「新しい 情報」， 「読み 物」 を評価して い る人 も

多 い 。「土 と基礎」 が幅広 い 利用の され 方を し て い る 点 に

注 日し た い
。

　 囚一257 年以前 の テ
ーマ

　 良い 企画 で あ っ た と思わ れ る もの の 発行 年月，小 特集 テ
ー

マ を

（ ）内に 記入 して くだ さ い 。テーマ 名 の 長い もの は略記で も結構

で す。また 口 内に囚
一1と同様 に A 〜D の 記号 に よ っ て 選定理 由を

付 して くだ さい e

　良い 企画 で あ っ た と し た 選定理由を，発行年月 ご とに 集

計 ・整理 して み る と，回答数 は 昭和55年以降 に 集中 して い

て ， 過去 5 〜6 年程度の 小特集 の 内容は 読者 の 記憶 に 比較

的鮮明に残 っ て い る よ うで あ る。良い 企 画 で あ っ た とす る

理 由に 着目す る と， 「実務上の 資料」 が 60％ と全体の 過半

数を占め て い て ，実務上 の 資料 と し て 活用 ま た は 保存の 対

象 とな っ た テーマ が 評価 され て い る とい えよ う。

　圖　今 後希望する 小 特集 テーマ に つ い て

　 は が きの 1， 2，……，a ，　b ，……等 の 記 号 を，重点 に 置 くべ き

　と思わ れ る順 に◎，○，△ で 囲ん で くだ さ い 。ma−・1，2，3 とも

◎，○，△の 数 は 各 1 個 ま で と し ます。

　 圖一1　テ ーマ の 分野

　 1．一般　2．土 木地 質　3．現地調査 　4．土 の 性質 ：室内試験

　と現地試験　5．土 の 工 学的問題 の解析 　6．岩の性質 ； 室 内試験

　と現地 試験　7．岩の 工 学 的問題 と解析　8．構造 物の 設計，施工

お よび 挙動　 9．施 工 法 お よび 施工 機 械　 10．雪 氷の 力学 お よび

工 学

　 こ の 設問 は ， 今後小 特集と し て の 企 画 を希望 す る テーマ

の 分野 を問 うもの で ， 国際土質工学分類に基 づ く10の 分野

か ら選択す る こ と と した．回 答 の 結 果 を表一2 に 示 す 。 ◎

と回答 し た最 も多 い 分野 は， 「土 の 工学的問題 の 解析 」 と

「構造物 の 設計，施 工 お よ び 挙動 」 で 両方を あ わ せ る と金

体の 60％近 くに 達 し て お り，両分野 に 対す る 関心 の 高さが

伺え る。○ と回答 した 分 野 も，順位が入れ か わ る がやは り

両分野が全体 の 約40 ％を占め，他の 分野を引き離 し て い る

結果 と な っ て い る 。

　 團一2　 テ ー
マ の 取扱 い 方
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表一4 シ リーズ 企画

・ ・ 一 ズ 企 画 「
一

一
ア ．海外シ リ

ーズ

イ ．で きる まで

ウ．理 論 と実際

721127 379343 950431

小

… 一
評

一
「「 ・・ 119 94

a ．基本 的テ
ー

マ 　　土質工 学上 の 基本 的な 事栖 に つ い て ，そ

の 分野全体 を扱 うもの。「斜 面安定 」，「締固 め」，「土の 動的

性質」 な ど

b ・個別的 テ
ーマ 　　基本的テーマ を細 分化， 組合せ ある い は

応用 的に 扱 うもの 。「岩塊 を用い た 盛土」，

「
特殊土層 に お け

　るサ ウ ン デ ィ ン グ」，「大 口 径 杭 の 支 持力」 な ど

c ．関連 分野 の テ
ー

マ 　 　土質工 学 に 関連の あ る 分 野 を扱 うも

の 。「土 質 と植生 」，「都市公 害」．「土質工 学の 周 辺領域」 な ど

d ．今 日的 な テ
ー

マ 　　近 年話 題 とな っ て い る事柄を扱 うもの 。

　「土質技術 に お け る ロ ボ ッ ト化」．「廃棄物の処理 と利 用J，「ジ

　オ テキ ス タイ ル を用い た 工 法」 な ど

　こ の 設問 は，具体的なテーマ の 取扱 い 方 を問 うもの で ，

4 種の テ ーマ の 順位を選 ぶ こ と と し た 。 結果 は 表 一3 に示

す とお りで あ る が，「 a ．基本的テ ーマ 」 に ◎ と した 回答が

40％ ，
「b．個別的テ

ーマ 」 と した それが 34％ と，両者で全

体 の 314 に達 して い る 。 次い で
，

厂d ．今日的テ ーマ 」 が 20

％ で あ る ， 本設問 の 回 答か ら伺え る こ とは， a と b の テー

マ を中心 に 最近 の 新 し い 話題 を折 り込 み なが ら，た まに は

周辺 領域 の テ ーマ をも取 り上 げる よ う配慮され た い とい う

こ とで あろ う。

　 回
一3　シ リ

ーズ企 画

　 近年，次 の よ うなシ リーズ と し て の 企画 も試みて い ま す。

　 ア ．海外 シ リーズ　 「海外に お け る土 質力学」，「世界の 土質関

　　 係 基準」，
「海外の 建設工 事」 な ど

　 イ．で きる ま で シ リ
ーズ 　 「ダム の で きる ま で J，「道路 がで き

　　 る ま で 」，「橋が で きる まで 」 な ど

　　ウ．理 論 と実際 シ リーズ 　　「土 質工 学 に お ける理 論と実際」，

　　 「土 圧 の 理論 と実際」，「変形に お け る理 論と実際」 な ど

　表一 4 に示 す結果 か ら，今後取 り上 げて ほ し い テ
ーマ と

して ， 会員 の 関 心 は 「理論 と実際 シ リ
ーズ 」 に 集中 し て い

る 。 理 論 と実 際 とが ほ ど よ く調 和 し た ，質 の 高 い 情報が 小

特集に 求 め られ て い る と判断して よ さそ うで あ る。

　 ［ll｝−4 今後 希望す る テーマ 　　 ．一

　 具 体的に 記入 して くだ さい 。希望 され る シ リーズ企画 名 も歓迎

　しま す。

合計 235 に の ぼ る 具体的 な テ ーマ 案 が 示 され た。こ れ ら

を分類 ・整理 して 言 え る こ とは，表
一 2 の 結果 と同様に ，

土 と基礎，35− 3 （350）
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「理 論 と実際」，「計画 ・設計 と実際 」 に 関心 が 高 く，予測

手法 と実際 が どの よ うに か か わ りあ うの か と い う土質 工 学

の 永遠 の 問 い に 対す る 質の 高い 情報源と し て 「土 と基礎」

を利用 し た い とい っ た 会員の 切実 な希望 を汲 み 取 る こ と が

で きる。

　今後小特集号 の 企画 に参考とす S き多 くの テーマ が 寄 せ

られ て い る が，目新 しい テ ー
マ と して，現代 の 社会 ・経済

情勢を反映 し た，例 え ば， 「土質データ ーべ 一ス 」，「新素

材」，厂補修技術」，「土木技術者 の あ り方 」 な どの テーマ も

み られ た。

　回　全 般的 な ご意 見

　 小特集の テーV
， 内容ある い は 編集全般 に つ い て ， ご意見 が あ

　りま した らお書 き くだ さ い 。

　約 60名の 方 か ら貴重 な ご意見をい た だ きま し た。それ ら

は今後，小特集号 の 編集 ・企画に 活 か すべ く，検討を進 め

て い きた い と思 い ま す。ご意見の 多 くは ，要約す る と，実

務 に 役立つ 「土 と基礎 」 で あ っ て ほ しい との 願 い の 現れで

あ ります。そ の ほ か に も，
“

執筆者 が 偏 らな い よ うに
”

，
“

向

こ う一年間の 小 特集号 テ ーマ 予定を公表 し ， 投稿準備を促

した ら ど うか
”

，

“
会員の 少数意見 に も十 分 な配 慮が ほ しい

”

な ど，今後 の 編集 ・
企画 に 取 り入 れ られ る もの は積極的に

検討 して行き た い と考えて お ります 。

3．　 ま　 と　 め

　ア ン ケ ートの 回収率を考え る と き， 何等か の結論を導く

こ と に は 若干 の た め らい を感 じ る。しか し， 昭和57年の ア

ン ケ ート調 査 結果 を あ わ せ 考 え る と，小 特集号 の 企画 ・編

集 は それ な りに 評価 され て い る よ うで ， それ を実務 に 生 か

し利用 し よ うとす る 会員 の 前向きの 姿勢 が 読み 取れ ま す。

会員 の 「土 と基礎 」 に寄 せ られ た期待に さらに 応 え て行 く

た め に，寄せ られ た ア ン ケ ートを一つ の 拠り所と して ， 今

後，議論を深 め て い く所存 で す。

〈講演集 ・ シ ン ポジ ウム テキス ト在庫一 覧 〉

O 第 10回 土 質 工 学研究発表会発表講演集（昭和50年度）

O 第 ll回土質工学研究発表会発表講演集（昭和51年度 ）

O 第 17回 土 質 工 学研究発表会発表講演集 （昭和57年度 ）

o 第 18回土 質 工 学研究発表会発表講演集（昭和58年度 ）

o 第 19回 土 質工 学研 究発 表 会発 表講演集 （昭和 59年度）

O 第20回土質工 学研 究発 表会発表講演集（昭和 60年度）

o 第 20回土質工 学研 究発衰会特別 セ ッ シ ョ ン

B5 判 　1026頁 　定 価 ￥ 5，200 会 員特価 ￥ 4，000

B5 判 　1136頁　定価 ￥5，800　会 貝特価 ￥ 4，500

　B5 判 2716頁（2 の 1＋ 2 の 2 ＞ （1 セ ッ ト）
　 　 　 　 　 　定 価 ￥14，000 　会 員特価 ￥ 10，800

　 B5 判 1598頁（2 の 1 十 2 の 2 ） （1 セ ッ ト）

　　　　　　　定価 ￥8
，
600　会 員特価 ￥6

，
600

　B5 判 1670頁 （2 の 1 ＋ 2 の 2 ） （1 セ ・
ソ ト〉

　 　 　 　 　 　 定 価 ￥8，60G　会 翼特 価 ￥ 6，600

　B5 判 　1758頁（2 の 1 十 2 の 2 ）　（1 セ …卜）

　　　　　　 5Ef面　》9，000　会貝半拏1画　ギ7，0QO

テーマ ：長野県西 部地震に お け る斜面崩壊 の 実態 とその 教訓

O 第 21回土質 工 学研究発表会発表講演集 （昭和 61年度）

O 第24回 土 質工 学 シ ン ポ ジ ウ ム （昭 和54年 度）

B5 判 　54頁 　定価 ￥ 　650 　会貝特価 ￥　500

B5 判 2008頁 （2の 1 十 2 の 2 ） （1セ
・
ン ト〉

　 　 　 　 　 　 定価 ￥9，000 　会員特価 ￥7，000

B5 判 204頁 　定 価 ￥3，700 　会 貝特価 ￥3，000
テー

マ A ：構造物 と基礎の ケ ー
ス ・ヒ ス トリー（Case　History）

　テー
マ B ：土 質試験 の 新 しい 方法及び計 測技術

O 第25回土 質工 学シ ン ポ ジ ウ ム （昭 和 55年度）

　テーマ ：ア ー
ス ア ン カ ー

工 法

O 第26回 土 質工 学 シ ン ポ ジ ウ ム （昭 和 56年度 ）

〒 ￥450

〒 ￥450

〒 ￥ 900

〒 ￥500

〒 ￥500

〒 ￥500

〒 ￥ 300

〒 ￥ 550

〒 ￥ 300

B5 判　82頁　定価 ￥1，700　会員特 価 ￥1，30Q 〒 ￥300

B5 判 76翼 定価 ￥10？00 会員 特 価 ￥ 1，300 〒 ￥300
テー

マ ：掘削および盛 土 時の 地盤挙動予測 と 実測 との対比

O 第27回土質工 学シ ン ポジ ウ ム （昭和57年度）
　テーマ ：NATM 工 法 の 設 計 と実 際

O 第28回土 質工 学 シ ン ポ ジ ウ ム （昭和 58年度 ）
　 ア

ー
マ ．

O 第29回 土 質 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム （昭 和 59年度 ）

　テ
ー

マ ：シール ドエ事に伴 う周 辺 地盤 へ の 影響

O 第30回 土質工 学 シ ン ポ ジ ウ ム （昭和 60年度）

B5 判　68頁　定価 ￥ 1，600　会員特 価 ￥ 1
，
2GO 〒 ￥300

B5 判 164頁　定価 ￥3，500　会員特 価 ￥2，700 〒 ￥300
原 位 置試験の 新 し い 方法，計測技術 および結果 の 解釈

B5 判 　101頁 定仮 ￥2，200 会員特価 ￥ 1
，
70D 〒 ￥300

B5 判 135頁 定価 ￥3，100 会員 特価 ￥2，400 〒 ￥300
テー

マ ：．ジ オ テ キ ス タイ ル を用 い た 工 法一新材料 ・工 法に 関する 技術的諸問題
一

O 第31回土質 工 学 シ ン ポジ ウム （昭和 61年度 ）
　テ

ー
マ ：軟弱粘性土地盤 に お け る沈 下 予測 と対策

B5 判 168頁　定価 ￥3，800　会 員特価 ￥2，900 〒 ￥300

問合 せ ・ 注 文先 ：（社）土質 工 学会販 売係 　電 話 03−・251− 7661FAX 　O3− 251− 6688
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